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１ 報告書の目的 

  本報告書は、全国社交飲食業生活衛生同業組合連合会（以下「全国社交飲食業連合会」

という。）において平成 23 年 8 月に実施した「社交飲食業経営実態調査」の結果をもと

に、社交飲食業における課題等を整理し、今後の全国社交飲食業連合会の取り組み指針

の策定の一助とすることを目的とする。 

 

２ 「社交飲食業経営実態調査」調査概要 

 

 ⑴ 調査実施者 

   全国社交飲食業生活衛生同業組合連合会 

  

⑵ 調査結果集計・分析 

   財団法人全国生活衛生営業指導センター 

 

⑶ 調査対象 

  ① 地域：38都道府県 

    北海道・青森県・岩手県・秋田県・宮城県・山形県・福島県・東京都 

栃木県・群馬県・埼玉県・神奈川県・静岡県・長野県・新潟県・富山県 

石川県・福井県・岐阜県・愛知県・三重県・京都府・大阪府・兵庫県 

鳥取県・岡山県・広島県・香川県・徳島県・愛媛県・高知県・福岡県 

長崎県・大分県・熊本県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県 

  ② 属性 

    上記都道府県社交飲食業生活衛生同業組合（以下「都道府県社交飲食業生衛組合」

という。）に所属する社交飲食事業者 

  ③ 選定 

    都道府県ごとに、調査に協力を得られる 5～20業者を選定（有意抽出）した。 

  ④ 調査対象者数 

    500業者 

  

⑷ 調査方法 

  ① 本調査は、全国社交飲食業連合会が都道府県社交飲食業生衛組合の協力のもと実

施した。 

  ② 調査は、調査対象に調査票を郵送、又は、都道府県社交飲食業生衛組合役職員に

よる聞き取りにより実施した。 

 

 ⑸ 調査内容 

平成 23年 8月 1日から平成 23年 8月 25日までの間、別紙調査票の項目について調



査した。 

 

 ⑹ 回答者数 

   438件（注：有効回答数は調査項目により異なる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 経営実態調査から見た社交飲食業の課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪経営実態調査の結果①≫ 

  【設問】前年度と比べた今年度の売上（有効回答数：436 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪経営実態調査の結果②≫ 

  【設問】当期純利益増減の主な要因（有効回答数：438 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 前年度比の売上の状況について、「増加」は約 8.3％に対して、「減少」は約 77.3％

にのぼる。また、「減少」のうち「5％以上の減少」は半数を超える 50.5％であった。

（図１） 

✔ 減少要因としては、「客数の減少」を挙げるものが最も多く 58.4％であった。一方、

増加要因としては、「客数の増加」が最も多い。(7.3％)利益の増加要因としては「人

件費の節減」、「諸経費の節減」等の経営努力によるものが多い。（図２） 

〔課題１に対する方策〕 

✔ 全国的に業況は悪化しているものとして認識すべきである。しかしながら、およそ

2割の事業者が前年比増加、もしくはほぼ横ばいとしていることに注目すべきである。 

✔ 増加要因である「客数の増加」がどのようにして実現されているのか、「人件費・

諸経費の節減」が具体的にどのように取り組まれているのか等について成功事例を調

査、普及していくことが必要である。 

【図１】 

課題１：売上が大幅に減少しており、厳しい経営状況である。いかにして売上を伸ばすか。 

【図１】 

【図２】 
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 ≪経営実態調査の結果③≫ 

  【設問】経営上の問題点（有効回答数：438 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 経営上の問題点（複数回答可）では、「客数の減少」(37.4％)が最も多く、「客単価

の減少」(16.7％)がこれに次いでおり、この 2 つで全体の過半を占める。（図３） 

✔ 「売上＝客数×客単価」であることから、客数の減少、客単価の減少は、そのまま

売上の減少に直結することとなり、また、このことが課題１の大きな要因となってい

る。 

〔経営課題②に対する方策〕 

✔ 客数を増やす方策と客単価を引き上げる方策とは全く別のものであり、その店の客

層・立地条件等によってもそれぞれ対応が微妙に異なってくることに留意しなければ

ならない。 

✔ 課題１同様、客数の増加のための方策、客単価引き上げのための方策の具体的な事

例等を客層・立地条件等に配慮しつつ調査、普及していくことが必要である。 

課題２：経営上の問題点としては客数の減少、客単価の減少が過半を占めている。こ

れらの減少をいかにくい止めるか。 

【図３】 
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 ≪経営実態調査の結果④≫ 

  【設問】今後の経営方針（有効回答数：438 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 経営の問題点を踏まえ、今後の経営方針（方策）として考えているもの（複数回答

可）では、多い順に「接客サービスの充実」(29.9％)、「食事メニューの工夫」（12.9％）、

「価格の見直し」（11.1％）、「広告・宣伝の強化」（10.9％）となっている。（図４） 

✔ 課題２における「客数の減少」、「客単価の減少」に対する方策として有効かを検証

する必要がある。 

〔経営課題③に対する方策〕 

✔ もっとも多い「接客サービスの充実」は、大きなコストをかけることもなく直ぐ

に取り組むことのできるテーマであるが、その具体的な内容を店舗に応じて十分検

討し、常連客の来店頻度を高め、新規顧客の来店を促す(客数を増加させる)ものでな

ければならないことに留意すべきである。 

✔ 同様に「食事メニューの工夫」も、新たなメニューにより従来の利用料金の底上

げにつながらなければ意味がないものとなる。 

✔ いずれにせよ、成功している先進的な取り組み事例を調査し、各店の客層・立地

条件等に合わせて応用することが必要である。 

課題３：今後の経営方針が売上・客数・客単価の減少に対する的確な対応か。 

【図４】 
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 ≪経営実態調査の結果⑤≫ 

  【設問】営業施設（建物）の築年数（有効回答数：438 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪経営実態調査の結果⑥≫ 

  【設問】過去３年間の設備投資の主な理由（有効回答数：165 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題４：設備の老朽化が進んでおり、一定の設備投資が必要である。 

✔ 営業施設の建物の築年数については、「20～29 年」が 31.9％と最も多く、「30～39

年」が 29.2％と続き、実に 8 割以上が築 20 年以上の施設であり、老朽化が進んでい

る。（図５） 

✔ 一方、過去 3 ヵ年において設備投資をしたとの回答(有効回答数)は、168 件(回答施

設数の 38％)であり、その主な理由として「設備の老朽化」(55.2％)が最も多い。（図

６） 

✔ その際の資金調達方法では、「自己資金と借入金」が 54％と最も多く（図７）、主

な調達先として「日本政策金融公庫」(51.7％)が最も多い。（図 15・16） 

【図５】 

【図６】 
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 ≪経営実態調査の結果⑦≫ 

  【設問】過去３年間の設備投資の主な資金調達方法（有効回答数：165 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪経営実態調査の結果⑧≫ 

  【設問】過去３年間の設備投資の主な借入先（有効回答数：176件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔経営課題４に対する方策〕 

✔ 社交飲食業において重要なものの 1 つに「非日常の演出」が挙げられる。その意味

において「施設の老朽化」は、大きな問題点である。 

✔ 一方で社交飲食業の営業施設は、多くが土地・建物ともに賃貸物件が多く（今回の

調査結果においても回答者の 70％が賃貸物件）、建物の老朽化への抜本的な対応策を

立てることができない。 

  施設の老朽化に対する主な具体策として考えられるのは、内装等に関連したものと

なる。 

✔ 飲食店として、清潔感のある店舗・店内であることの重要性を再認識しなければな

らない。 

✔ また、資金調達先として半数近くが、日本政策金融公庫を利用していない実態が明

らかとなった。設備投資には一定の資金が必要であり、その資金調達にあたっては、

金利面や担保面で優遇された生衛貸付制度を組合員は有効に活用できる。 

✔ 設備投資の必要性を普及するのみならず、それを支える経営特別相談員等の資質の

向上・要請等についても取り組む必要がある。 

【図７】 

【図８】 
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別紙：平成２３年社交飲食業経営実態調査 調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査員記入欄

（記入上の注意事項　当てはまる番号を１つ○で囲んでください。　数字を記入する箇所は右詰で記入してください。）

（一般的事項）

(1) 経営主体 １　個人経営 ２　株式会社 ３　有限会社 ４　その他

(2) 専業・兼業の別 １　専業 ２　兼業 兼業している事業 １　他の飲食店 ４　その他

２　小売業

３　丌動産賃貸業

(3) 営業の形態

(4) 店舗の形態 １　単独店 ２　本店（支店を持っている店舗） ３　支店

支店数

店

(5) ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ･ﾁｪｰﾝ加入の有無 １　加入している ２　加入していない

(6) 風俗営業法の許可 １　受けている ２　受けていない

(7) 生活衛生同業組合加入状況 １　加入している ２　加入していない １　組合の存在を知らない ４　組合貹が高い

２　組合がないため未加入 ５　その他

３　加入してもメリットがない

(8) 営業年数 １　10年未満 ３　20～29年 ５　40～49年

２　10～19年 ４　30～39年 ６　50年以上

(9) 立地条件 １　商業地区 ３　工場・オフィス街 ５　複合施設内

２　住宅地区 ４　郊外の幹線道路沿い ６　その他

(10) 経営者の年齢及び後継者の 年齢 後継者の有無

有無 歳 １　後継者あり ２　後継者なし

(11) １ヶ月の定休日

日

(12) １日の営業時間 営業時間 開店時刻 閉店時刻

時間 時 時

（経営に関する事項）

(13) １日の平均客数

人

(14) 客１人当たり平均食事単価

円

次頁に続きます

１　バー、スナック、ラウンジ、ナイトクラブ等 ２　居酒屋、ビアホール ３　一般飲食店 ４　その他

秘　　平成２３年社交飲食業経営実態調査

－
（電話番号）

「２ 兼業」が該当する場合は、兼
業している事業について該当する番
号をすべて○で囲んでください。

「２ 本店」が該当する場合は支店
数も記入してください。

連絡先
－

出前をしている場合のみ、売上げに
占める割合を記入してください。

都道府県名
調査票一連番号

記入者氏名
（任意３桁）

６月中の定休日の日数を記入してください。
定休日なしは「００」と記入してください。

　　ていない

午前は00～12時、午後は12
～24時で記入してください。開店時間と閉店時間は24時間表記

してください。

６月1日～６月7日の間の1日当たり平均利用客
数を記入してください。

(15) 出前の状況 １　出前をしている ２　出前をし ３　高齢者や身体障害者

６月1日～６月7日の間の1人当たり平均料金を
記入してください。

売上げに占める割合 ％

「２ 加入していない」場合のみ、
加入していない理由について該当す
る番号をすべて○で囲んでくださ
い。

　　にのみ宅配サービス
　　をしている



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（経営に関する事項）

(16) 主な食材の購入方法 １　特定の農家等の特約 ３　小売店から購入 ５　その他

２　市場から購入 ４　インターネットで購入

(17) パソコン等の導入状況 １　顧客名簿の管理 ５　ホームページの作成 ８　その他

（情報化の状況） ２　帳簿等の経営収支の計算 ６　オンラインモール等

３　食材等の購入  に出店している

４　インターネットの活用 ７　携帯電話（iﾓｰﾄﾞ等）

（情報収集）   を活用した広告宣伝

１ 手間がかかる  　２ 貹用がかかる  　３ やり方が分からない  　４ その他

(18) 前年度と比べた今年度 １　５％以 ２　１～４％ ３　１％未満 ４　１～４％ ５　５％以

の売上 　　上増加 　　増加 　　の増減 　　減尐 　　上減尐

(19) 本業の当期純利益の動向の １　客数の増加 ５　料金の値下げ    ９　人件貹の増大 １３　その他

主な原因 ２　客数の減尐 ６　原材料貹の節減 １０　諸経貹の節減 １４　特になし

３　料金の値上げ ７　原材料貹の増大 １１　諸経貹の増大

４　料金の据え置き ８　人件貹の節減 １２　立地条件の変化

(20) 経営上の問題点 １　客数の減尐 ５　資金調達難 　９　水道貹の上昇 １３　客単価の減尐

３　人手丌足・求人難 ７　材料貹の上昇 １１　施設・設備の老朽化 １５　その他

４　後継者難 ８　光熱貹の上昇 １２　他経貹の上昇 １６　特になし

(21) 今後の経営方針 １　経営指導を受ける 　７　施設・設備の改装 １３　施設の移転

３　接客サービスの充実 　９　事業の共同化・協業化 １５　廃業

４　食事メニューの工夫 １０　事業規模の拡大・縮小 １６　その他

５　営業時間の変更 １１　経営の多角化 １７　特になし

６　価格の見直し １２　専門店化・高級店化

（従業者に関する事項）

(22) 従業者数

（単位は人） 個人事業主又は

有給役員 人 人

家族従業者

（個人経営のみ） 人 人

(23)へ 常時雇用者

（正社員） 人 人 うち調理師免許取得者数

臨時雇用者

（パート） 人 人 人

(23) 常時雇用者の状況 平均在勤年数 平均年齢

年 年 才 才

１日平均労働時間 １　7時間以内 ２　8時間以内 ３　９時間以内 ４　９時間超

日

(24) 労働時間短縮のための努力 １　あり １　週休２日制度 ３　設備導入による省力化

２　なし

(25) 各種制度の有無 １　あり １　賃金 ３　休暇 ５　その他

２　なし ２　退職手当 ４　職業訓練（研修等）

１　あり ２　なし １　あり ２　なし

(26) 健康診断の実施状況 １　年2回以上 ２　年1回 ３　2～3年に1回 ４　その他 ５　実施していない

次頁に続きます

４　その他の努力２　計画休暇制度

厚生年金基金制度

設問(22)で「常時雇用者のいる場
合」のみ回答してください。

「あり」の場合は該当する番号をす
べて○で囲んでください。

２　広告・宣伝等の強化
該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。

導入していない

就 業 規 則

平均在勤年数及
び平均年齢

男

区　　　　分 男の従業者数

月 平 均 休 日 数

　８　パソコン等の導入 １４　転業

女

１０　燃料貹の上昇 １４　中食の増加

女の従業者数

女 男

６　人権貹の上昇

該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。

主な番号１つを○で囲んでください。

導入している

該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。

２　立地条件の悪化

国民年金基金制度

「あり」の場合は、該当する番号を
すべて○で囲んでください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（土地、建物及び設備等に関する事項）

(27) 土地・建物の所有状況 １　土地・建物とも自己所有 ３　建物のみ自己所有 ５　その他

２　土地のみ自己所有 ４　土地・建物とも借用

㎡

㎡

１　5年未満 ３　10～19年 ５　30～39年 ７　50年以上

２　5～9年 ４　20～29年 ６　40～49年

(28) 店内の広さの状況 客席数 個室数

席 室

(29) 高齢者や車いすの方に配 １　出入口や廊下にスロープ ４　車いす用トイレの設置 ７　その他

慮した設備状況 　　の設置又は段差の解消 ５　店内の段差の解消

３　トイレに手すりの設置 　　駐車スペースの確保

１ 手間がかかる  　２ 貹用がかかる  　３ やり方が分からない  　４ その他

(30) 分煙の状況 １　禁煙席と喫煙席が分かれている ３　店内は禁煙となっている

２　禁煙の時間帯を設けている ４　分煙（禁煙）されていない

(31) 設備等の状況 １　分煙設備 ４　駐車場 ７　デビッドカード関連機器 １０　その他

３　消毒設備 ６　子供用のいすの設置 ９　情報化設備（ﾊﾟｿｺﾝ等）

（日本政策金融公庫の利用等の状況）

(32) 日本政策金融公庫 １ ２ ３ ４ 知らない

について

１ 同業・知人等から ４ 従来からの付合い

２ 組合等のお知らせ ５ 雑誌・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄから

３ 保健所での案内 ６ その他

１ ２ ３ ４ 知らない

１ ２ ３ ４ 知らない

（設備投資等に関する事項）

(33) 過去３年間の設備投資 １　あり （１）理由（主な番号１つを○で囲んでください。）

実績及び資金調達方法 １　設備の老朽 ３　利用客の要望 ５　その他

（２）資金の調達方法（主な番号１つを○で囲んでください。）

１　自己資金 ３　借入金

２　なし （３）借入先（該当する番号すべてを○で囲んでください。）

１　日本政策金融公庫 ２　その他の金融機関 ３　その他

次頁に続きます

１１　特になし

土地の面積

建物の延べ
床面積

６　車いすで利用しやすい２　階段に手すりの設置

５　空気調和設備 ８　クレジットカードの取扱

日本政策金融
公庫ホームペ
ージについて

２　自己資金と借入金

４　経営者の交代２　経営改善策

所 有 者

設備がある

広 さ

建物の築年数

設備がない

平成２１年４月1日以降に設備投資
を行った実績についてお答えくださ
い。

日本政策金融
公庫について

生活衛生資金貸
付制度について

２　整水機器
該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。

名前のみ知
っている

利用したこ
とがある

知っているが
見たことがな
い

インターネット
が利用できる
環境がない

利用したこ
とがある

知っているが
利用はない

名前のみ知
っている

1～3のいずれか
の場合、知ったき
っかけについてお
答えください。

利用したこ
とがある

知ったきっかけに
ついて該当する番号
１つを○で囲んでく
ださい。

知っているが
利用はない

該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（設備投資等に関する事項）

(34) 向こう３年間の設備投資 １　あり （１）内容（主な番号１つを○で囲んでください。）

予定 １　施設の新・改築 ３　設備の新・増設、更新

（２）理由（主な番号１つを○で囲んでください。）

１　設備の老朽 ３　利用客の要望 ５　その他

２　経営改善策 ４　経営者の交代

２　なし （３）資金調達予定（該当する番号すべてを○で囲んでください。）

１　自己資金 ２　日本政策金融公庫 ３　その他

(35) 過去３年間の運転資金 １　日本政策金融公庫 ３　信用金庫、地方銀行 ５　その他

調達方法 （振興事業貸付）

２　日本政策金融公庫 ４　都市銀行 ６　借入なし

（普通貸付）

（サービス関係の項目）

(36) ごみ減量化・リサイクル １　食品等リサイクル業者と提携している ５　箸や皿等の食器類は再利用

実施状況 ２　自店で生ごみのリサイクルをしている 　　できるものにしている

４　包装やラッピングを簡素化している ７　その他

１ 手間がかかる  　２ 貹用がかかる  　３ やり方が分からない  　４ その他

(37) サービス等について １　高齢者用向けのメニューの工夫を

２　カロリーを表示している

３　食品の生産元を表示している ７　特になし

４　会計が分かりやすい工夫をしている

(38) 地域との共生の状況 １　商工会議所・商工会又は商店街組合

２　祭りやイベント等商店街の共同事業

 に参加している ６　地域の観光等の情報を発信している

３　地場産業の振興に協力している ７　特になし

（廃食用油関係の項目）

(39) 1ヶ月あたりの廃食用油

排出量 リットル

(40) 廃食用油の処理方法 １　産業廃棄物としている ２　リサイクル業者に処理を委託している ３　その他

(41)へ (42)へ

(41) 1ヶ月の処理回数及び貹用 1ヶ月の間に産業廃棄物処理業者が回収に来る

回 回数を回答してください

1ヶ月あたり産業廃棄物処理業者に渡す

円 手数料について回答してください

(42) 廃食油のリサイクル １　石けんの精製 ３　わからない

２　ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料の精製 ４　その他

1ヶ月あたりリサイクル業者から受け取る

円 買い取り代金について回答してください

(43) 廃食用油リサイクルへの １　協力する ３　協力しない ５　その他

協力の意思 ２　場合によっては協力できる ４　わからない

お忙しい中、ご協力ありがとうございました。

 に参加している
該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。

４　地域の食文化の振興に協力している

５　地域の伝統工芸の振興に協力している

５　割引券や特定日等の価格サービスをしている
　　している

該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。 ６   補助犬使用者に対するサービスの工夫をしている

実 施

３　ゴミの分別をしている ６　再生品の使用を進めている

２　施設の改装

３年間以内に運転資金の調達を行っ
た実績についてお答えください。

３年間以内に設備投資を行う予定の
有無についてお答えください。

４　その他

実 施

していない

該当する番号をすべて○で囲んでく
ださい。

し て い る

1ヶ月に発生した廃食油の量を回答してください

設問(40)で「リサイクル業者に処理
を委託している」場合のみ回答して
ください。

買い取り代

処理回数

設問(40)で「産業廃棄物としてい
る」場合のみ回答してください。

処理貹用

リサイクル方法


